
京都微助っ人研究会とは

「微助っ人」（微力ながら、勤労者のお力になる人）として、「社員の成長が会社の

成長につながるように」をテーマに、資質の向上を図るとともに、勤労者の仕事

と生活の調和を図り、勤労者一人ひとりの自助努力を支援する企業風土づくりを

促すことを目的に、企業等が直面する人事・労務に関する課題やテーマについ

て、会員の皆さんと課題解決に向けて取り組んでいます。

会員大募集中ですので、気になる方はお問い合わせください！

https://forms.gle/4xjyhgeXBqz2qVBU7

日時 /会場

8月25日 [水 ]

オンライン開催
13 :30 -17 :00

お申し込みフォーム

お申し込みいただきまし
た方にURLを送付いたし
ます。

お問合せ

〒600-8103
京都市下京区五条堺町角塩竈町363番地
TEL 075 341 4111｜FAX 075 341 5738

※内容は変更する場合がございますので、あらかじめご了承ください。

-  講演
「新型コロナウイルスが京都企業に
与えた影響と今後の取組みについて
考える」（仮）
同社大学社会学部教授 藤本 昌代 氏

-  グループディスカッション

イベント内容

参加
無料

2021年度、微助っ人、夏の例会開催いたします。
新型コロナウイルス感染拡大の影響で、私たちの生活は大き
く変わりました。
今年も、微助っ人では「コロナ後の働き方を探る」をテーマに、
会員のみなさまと、
コロナウイルス感染拡大の影響で加速した新しい働き方につ
いて、課題を持ち込みながら様々な視点で考えていきます。

8 月に行われる「夏の例会」では、同志社大学社会学部長・
研究科長の藤本昌代教授をお招きし、社会学の観点からコロ
ナ禍における労働者と企業のかかわりについてお話をいただ
く予定です。
このコロナ禍の下、京都の企業においては業種により、業績
の明暗が分かれる状況になっていますが、先生はそのような
企業の状況を調査され、今後の取り組みについても提言され
てこられました。
会社の従業員が一丸となってこの難局を乗り切るためには何
をしたらよいのか、そんなヒントを得ていただく、そんな内
容となっております！
みなさま、どうぞお気軽にご参加くださいませ！

京都

微助っ人研究会

「夏の例会」


